
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

☆Q.1 好きな食べ物は ?  

Ａ.“モッツァレラチーズです。 

☆Q.2 趣味は? 

Ａ.カメラです。休日はよく写

真を撮りに行きます。  

☆Q.3 保育士になって良かったと思う事は? 

Ａ. 毎日、子どもたちと楽しく遊び、可愛

い笑顔をたくさん見られることです。 

2 日(月) 入園・進級式 

6 日(金) 花まつり(お釈迦さまの 

お誕生日) 

10 日(火) 体操教室 

16 日(月) 身体測定 

  18 日(水) 誕生会 

 24 日(火) 体操教室 

 28 日(土) 親子遠足「到津の森公園」 

 ※雨天の場合「いのちのたび博物館」 

 中旬  避難訓練 

※5月 23日(水)～24日(木)お泊り保育

(もりのいえ)さくら組(年長児)参加 

理事長・園長：深川教真 指導保育士：深川祥子 

主任保育士：丸野リエ 

さくら組(5 歳児)：:日吉優香 

うめ組(4 歳児)：倉光ちひろ、後藤南帆      

もも組(3 歳児)：今村美結、平野扶美、藤本汐里 

たんぽぽ組(2 歳児)：永津知恵美、谷口 栞、平井由乃 

すみれ組(1 歳児): 冨賀見早苗、香川衣津子、平山 敬 

                 大島晃奈 

すみれ組(0 歳児): 後藤奈緒子、児玉千晃 

給食職員：吉原則子 給食代替職員：桂口直美、池田登代子 

松本トシ子    

事務員：八田直佳 事務員補助：深川淑子 

代替職員：野村理紗、古田沙織、大道真美、湯口千寿子、 

谷中紀代子、大澤翼、松尾千登勢、内山加奈子、 

     鶴田美奈 

保育補助:前田正子、平野美恵子、下田忠義、内尾鈴代  

岡村桂子 

さくら組になることを楽しみにしていた子ど

もたち。新しいクラスでの生活に期待や不安で

いっぱいだと思います。年長組はたくさんの行

事が待っています。1 年間、いろいろな経験を

通して、心身共に少しずつ成長していく事でし

ょう。保護者の皆様には、ご協力頂く事が多い

と思いますが、宜しくお願い致します。 

男児 14 名・女児 6 名の元気いっぱいなもも

組での生活がスタートしました。もも組さん

になっての 2階のお部屋での生活やお弁当、

体操教室など楽しみがいっぱいです。子ども

たちの“ワクワク”感があふれる 1年にして

いきたいと思います。 

心地よい春の日差しのもと、新しいクラスが始

まりました。慣れない環境に戸惑いや不安を感

じる子どもたちもいると思いますが、18 名の

子どもたち、それぞれの気持ちに寄り添いなが

ら日々の関わりを大切にしていきたいと思い

ます。1年間、お子様の成長を、保護者の方々

と共に喜び合えるよう努めていけたらと思っ

ていますので宜しくお願い致します。 

暖かな春の日差しの中、18 名の子どもた

ちでのスタートを切りました。環境も変わ

り、ちょっぴり不安や戸惑いもあるとは思

いますが、一人ひとりの気持ちを受けと

め、安心して過ごせるように家庭的な雰囲

気づくりを心がけていきたいと思います。

1年間宜しくお願いします。 

新しい環境での生活が始まりました。3 名のお

友だちでのスタート、家庭的な雰囲気を大切に

して、一人ひとりの生活リズムに合わせた関わ

りができるようにしていきたいと思います。1

年間どうぞ宜しくお願い致します。 

すみれ 0歳児組 すみれ 1歳児組 

ご進級おめでとうございます。また 1 つお

兄さん・お姉さんになり、ちょっと得意げ

な顔をしている子どもたちの表情を見てい

ると、これからの 1年がとても楽しみです。

１人ひとりに合った関わりを心がけながら

過ごしていきたいと思います。1年間宜しく

お願いします。 

《園長の言葉》                                                           平成 30 年度 竜光保育園 第 634 号

待ちこがれた心地良いぽかぽか陽気と共に、新年度がスタートしました。子どもたちは、新しいクラスや担任に“ソワソワ”しながらも、うれしそうにして

いるようです。当園もお陰様で今年度、≪創立 70年≫を迎え、昨年までに 2,400 人以上の子どもたちを送り出させて頂きました。また今日、3世代にわたっ

て通園下さっているご家庭も珍しくなく、あらためて有縁の方々に支えられての当園の歩みであったと、心より感謝すると共に、保育にとっての最根幹である

子どもたちの「最善の利益」について、何をなすべきかを考える新たなご縁としていかねばと思うばかりです。 

 さて、みなさんは「【わ】を大切にしましょう!」と言った場合、【わ】にどんな漢字を宛がいますか。私は “ (和・輪・話)”の 3つの漢字を想起します。

≪和≫は調和、≪輪≫はつながり、≪話≫は話合いと、どれも全ての世代において生活していく中でのとても大切な言葉です。これらは、私が以前から述べて

います、現代社会をより良く過ごしていく中で、最も重要な要素である《コミュニケーション力》を身に付けるにあたっての「キー」となるのがこの和・輪・

話で、またそれを媒介するのが挨拶です。大袈裟に聞こえるかも知れませんが、本当に子どもたちの将来を案ずるならば、これらを疎かにしてはいけません。

コミュニケーション力を身に付けるために必要な和・輪・話や挨拶は、一朝一夕でとか、子どもに強制的をするなどでは決して身に付きません。最も効果的な

のが、一番身近な保護者の方々がその範を示すことです。保護者自身が日常生活の中で挨拶をかわしその言葉を口にする事、これに尽きると思います。保護者

が挨拶をしなければ、より一層子どもたちは挨拶をしないでしょう。私たちが思っている以上に子どもたちは保護者の表情をよく見ています。保護者が笑顔で

挨拶していれば、きっと興味を持って真似してくれるようになるはずです。 

“ご縁”あって家族となり、ご縁あって当園に通うことになったわけです。折角なら、しかめっ面よりほんのちょっとでもポジティブになって、3つの【わ】

を大切にし笑って過ごしませんか、まずは私たち大人から。そのアクションはきっと伝わりますよ、子どもたちに。それこそが、子どもたちのより良き未来へ

とつながっていくのだと私は信じています。 
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